
令和６年度長崎県公衆衛生研究発表会実施要領

1.目的

  保健所等の公衆衛生従事者が、事業や研究の成果を発表し、幅広い情報交換や相互に

研鑽を積むことにより、職員の資質向上及び本県の公衆衛生の発展を図る

２．主催

長崎県福祉保健部地域保健推進課

３．共催

長崎県県民生活環境部県民生活環境課

４．発表対象者

・保健所設置市職員

・長崎県職員（県庁県民生活環境部・福祉保健部内各課・室、県立保健所、

長崎こども・女性・障害者支援センター、佐世保こども・女性・障害者支援センター、

他 公衆衛生に従事する職員等）

５．聴講対象者

  ・４．発表対象者所属（発表者の有無は問わない）

・県内市町職員

  ・県内大学関係者

６．方法

  ハイブリッド方式 （発表者は会場に集合）

７．日時  

令和７年1月２０日（月）13:０0～１７：１５

８．場所

長崎県庁 大会議室A、B

９．内容

（１）開会  開会挨拶

（２）口頭発表

（３）表彰



１０．発表について

（１）発表予定者は、別に定める「演題申込書」を地域保健推進課へ提出する

    （応募多数の場合は、時間の都合上、演題を選考する場合があるため、同じ所属から

複数題申し込む際は、優先順位をつけて提出する）

（２）（１）により発表が決定した者は、抄録原稿や発表資料等を地域保健推進課へ提出

する

（３）発表者の発表時間は、７分程度とし、質疑応答を約3分とする

（４）発表者は、発表手段としてPPTを使用する

  （５）発表者は、会場に集合しての参加とする

１１．スケジュール
内容 期日（〆切）

演題募集 １０月３１日（木）

抄録原稿提出 １２月１３日（金）

参加申込 １２月２７日（金）

発表スライド提出 1月１０日（金）

抄録集等送付 １週間前頃

１２．その他

（１）「優秀賞」の選定

・口頭発表の中から、地域のニーズに基づく内容で、他の圏域においても参考にな

り活用できる内容のもの、また、事業に結びつく可能性が示されたものを「優秀

賞」として選考し、表彰する。

・県職員で優秀賞に選ばれた演題は、令和７年度日本公衆衛生学会（静岡県）にお

いて優先的に発表するものとする。

（２）ホームページへの公開

・全ての演題は、県ホームページで公開する（実施要領・プログラム・抄録を３年
間掲載）



令和６年度長崎県公衆衛生研究発表会プログラム
■日時：令和７年 1 月２０日（月）13：00～17：15
■場所：長崎県庁 1 階大会議室 A、B
■方法：集合および CiscoWebex オンラインによるハイブリッド方式

１．開会（13：00）
挨拶：長崎県福祉保健部 次長 尾﨑正英

２．口頭発表（13：10～16：22）
※1 発表者 10 分（発表 7 分+質疑応答 3 分）、入替 2 分

【第 1 部】 座長：濵 正好 所長（県北保健所長）
時間 演題名 発表者

１ 13:10
県内で起きた重症熱性血小板減少症候群（SFTS）感染事
例

大串 ひかる
（環境保健研究センター）

２ 13:22
長崎県におけるカルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症
の発生状況

田川 依里
（環境保健研究センター）

３ 13:34
社会福祉施設における感染対策強化取り組み後の現状に
ついて

中村 まき子
（県南保健所）

４ 13:46 感染症有事に備えた連携体制構築への取り組み
髙木 由美香
（環境保健研究センター）

===== 休憩（13：56～14：11） =====

【第２部】 座長：近藤 徹 所長（五島保健所長兼上五島保健所長）
時間 演題名 発表者

５ 14:11 高次脳機能障害通所リハビリテーションについて
鷹取 智子
（長崎こども・女性・障
害者支援センター）

６ 14:23
困りごと相談連絡票（福祉版）の効果的な活用について
～自殺の背景にある多様かつ複合的な悩みの解決に向
けて～

福本 このは
（長崎市）

７ 14:35
壱岐保健所管内における精神障害者支援の現状と課題
について

米満 茉由
（壱岐保健所）

８ 14:47
県央保健所における精神科救急医療連携に向けた取り
組みについて

楠本 奈津美
（県央保健所）

９ 14:59
長崎県死因究明等推進協議会協働による「孤独死把握・
分析」の取り組みについて

吉田 和広
（医療政策課）

===== 休憩（15：09～15：24） =====



【第３部】 座長：安藤 隆雄 所長（県南保健所長兼医療政策課医療監）
時間 演題名 発表者

10 15:24
上五島地域・職域連携推進協議会における「事業者健診に
関するアンケート調査」の取組み報告

坂本 多恵
（上五島保健所）

11 15:36
ながさき健康づくりアプリ「歩こーで！」の働き盛り世代
へ向けた取組について

小川 しおり
（壱岐保健所）

12 15:48
五島保健所における小児慢性特定疾病児童等への災害時
支援の取り組みについて

入江 未唯
（五島保健所）

13 16:00
個別避難計画に基づく医療的ケア児避難訓練を通した町
支援について

篠原 梨恵
（県央保健所）

14 16:12
地域の強みを活かした難病患者支援
～対馬市の地域共生社会を目指して～

前田 寛子
（対馬保健所）

===== 休憩（16：22～16：50） =====
※進行状況により、時間短縮する場合があります。

３．審査結果発表・表彰（16：50～）
  講評

４．閉会（17：15）
※発表者は閉会後、写真撮影を行います。


